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○北国生活，それぞれの科学⑯　シラカバ花粉症の季節はもうすぐです
　武内伸治
　しゃりばり，266，60－61（2004）
　北海道で春先に問題となっているシラカバ花粉症の概略を解説し，シラカバ花粉飛散の時期や飛散量の予測などを，こ
　れまでの当所と保健所の取り組みを交えて紹介し，シラカバ花粉症の予防と対策の方法について述べた．
0北国生活，それぞれの科学⑰　希少ワシ類と生息環境一鉛中毒死とエゾシカ猟一
　神　和夫
　しゃりばり，267，58－59（2004）
　1990年代後半から主に道東で冬季に頻発しているワシ類の鉛中毒死は，エゾシカ猟に用いられた鉛弾が原因であるこ
　と，この背景にはワシ類の餌となる漁業資源の減少と捕獲されたエゾシカの不適切処理があることなどを解説した．
○北国生活，それぞれの科学⑱　家庭用品と化学物質
　兼俊明夫
　しゃりばり，268，58－59（2004）
　家庭用品に使用される化学物質について解説した．また，家庭用品による健康被害についても例示し，注意を喚起した．
　さらに家庭用品中の有害物質の規制・基準値を表示した．
○北国生活，それぞれの科学⑲　ライム病一草むらにはご用心一
　木村浩一
　しゃりばり，269，52－53（2004）
　一般的にはあまり知られていないライム病について，ダニ媒介性の病気であること，および，その定型および非定型的
　症状について解説した．また，当所で行われているライム病についての調査研究について紹介した．
○北国生活，それぞれの科学⑳　食品混入異物一食品に混入した虫たち一
　伊東拓也
　しゃりばり，270，44－45（2004）
　食品に混入する昆虫類について，混入例数の最も多いノシメマダラメイガを例に，発生場所や餌などの生態に基づいた
　混入回避策などを紹介した．また，異物が混入していた場合の対応についても述べた．
O北国生活，それぞれの科学⑳　寄生虫を判定するための遺伝子技術
　八木欣平
　しゃりばり，271，58－59（2004）
　回虫やサナダムシなどの寄生虫の種を決めるための遺伝子技術について，アライグマ回虫，クリプトスポリジウム，エ
　キノコックスなどの事例を挙げて解説した．
○北国生活，それぞれの科学⑳　レジオネラ症一表舞台に登場した希少感染症
　森本　洋
　しゃりばり，272，66－67（2004）
　ここ数年，国内の温泉利用施設や福祉施設，病院内で相次いで発生し社会問題となっているレジオネラ症について，こ
　れまでの事例紹介から衛生対策のポイントまでを簡単に解説した．
○北国生活，それぞれの科学⑳　感染症の流行状況を知る一健康危機管理は自分で
　中野道晴
　しゃりばり，273，64－65（2004）
　市民が感染症の流行を知り，予防を行うための有効で手軽な情報源として，北海道感染症情報センターが毎週発信して
　いるホームページを紹介した．
○北国生活，それぞれの科学⑭　人と動物の共通感染症を考える
　米川雅一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一111一
しゃりばり，274，60－61（2004）
人と動物の共通感染症のうち話題となっているSARS，狂犬病，エキノコックス症について感染を予防するための基
礎知識を記載し，当所や保健所のそれぞれの疾病に関する取り組み状況等について紹介した．
○北国生活，それぞれの科学㊧　肥満
　桂　英二
　しゃりばり，275，62－63（2005）
　肥満は生活習慣病の原因の一つとして社会問題になっていることから，肥満の基準や予防対策等について説明し，北海
　道保健福祉部が実施している肥満対策事業について当所の取り組みを紹介した．
○北国生活，それぞれの科学⑳　恐怖のボツリヌス中毒
　木村浩一
　しゃりぼり，276，56－57（2005）
頻度は低いが致死性となるボツリヌス中毒について，原因であるボツリヌス菌とその毒素について解説し，その予防方
　法について紹介した．また，この恐ろしい毒素が美容界で活用されていることを紹介した．
○北国生活，それぞれの科学⑰　動物モデルを通してヒトの病気を知る
　川瀬史郎
　しゃりばり，277，52－53（2005）
　バイオ関連研究の紹介の一端として，ゲノム解読とその先，マウスモデルの利用，マウスを用いる遺伝子操作技術，当
　所で開発された動物モデルなどについて簡単に説明した．
企画総務部
○傷病統計，感染症発生動向調査
　長谷川伸作
村松　宰，梶本雅俊編，公衆衛生学　第2版，講談社サイエンティフィク，東京，2005，pp，20－25
　わが国で実施している「国民生活基礎調査」・「患者調査傷病統計」・「感染症発生動向調査，結核発生動向調査」・「食中
　毒統計」について記載した．
○感染症，その他疾患
　長谷川伸作
村松　宰，梶本雅俊編，公衆衛生学　第2版，講談社サイエンティフィク，東京，2005，pp．76－86，86－87
　「感染症の最近の動向」，「新興・再興感染症」，「感染症対策の現状」，「おもな感染症とその予防」，「結核」，「その他の
　疾患」について記載した．
健康科学部
○北海道の温泉をめぐって一特に温泉の質と経年変化について一
　内野栄治
　北海道温泉－協会会報「北の温泉」，第19号，9－14（2004）
　道内温泉の質について，最も代表的な泉塩，pH等に加え，温泉排水で規制されているヒ素，フッ素，ホウ素を取り上
　げ，それらの頻度分布を基に解説した．また，2000年有珠山噴火による周辺温泉の成分変化例についても解説した．
○温泉の健康科学一当所における取り組み一
　内野栄治
　第43回試錐研究会講演資料集，65－74（2005）
　温泉療法を取り巻く現状について述べ，当所でこれまでに取り組んできた温泉の健康科学に関連した調査研究について
概説した．本稿は「第43回試錐研究会」（主催　北海道立地質研究所）での講演を要約したものである．
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